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A-1) 専門領域：生物無機化学

A-2) 研究課題：

a) 一酸化炭素センサータンパク質CooAの構造と機能に関する研究

b) 酸素センサータンパク質HemATの構造と機能に関する研究

A-3) 研究活動の概略と主な成果：

a) 紅色非硫黄光合成細菌中に含まれる転写調節因子CooAは，一酸化炭素代謝反応に関与する酵素系の発現を転写レ

ベルにおいて制御している。CooAは一酸化炭素を生理的なエフェクターとして利用しており，一酸化炭素存在下に

おいてのみ，転写活性化因子としての活性を獲得する。CooAは，一酸化炭素センサー部位として，プロトヘムを有し

ており，ヘムに一酸化炭素が結合することにより活性化される。このような特異な性質を有するCooAの構造活性相

関を解明することを目的とし，CooAの大量発現系の構築，精製したCooAの活性中心の構造，反応機構を遺伝子工学

的手法および物理化学的手法を用いて明らかにした。

b) 枯草菌中に含まれるHemATは，本細菌の酸素に対する走化性制御系において酸素センサーとして機能するシグナ

ルトランスデューサータンパク質である。本研究では，大腸菌におけるHemAT大量発現系の構築に成功した。また，

各種分光学的測定により，HemAT中に含まれるヘムの諸性質を明らかにした。
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B-4) 招待講演
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B-6) 学会および社会的活動
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J. Biol. Inorg. Chem., Editorial Advisory Board (2002- ).
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C)　研究活動の課題と展望

これまでの研究において，一酸化炭素，酸素などの気体分子が生理的なエフェクター分子として機能するセンサータンパク

質が，ヘムを活性中心として含む，これまでに例のない新規なヘムタンパク質であることを明らかにしてきた。今後は，これら

のヘム含有型センサータンパク質の構造・活性相関の解明を目指して研究を進めたい。

＊）2002年5月1日着任




